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問題 点 A，B，C，Tが線で結ばれた図 1のような経路がある。この経路上を点
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Pが 1秒ごとに以下のような確率で動く。

² 点 Aから点 B，C，Tに動く確率はそれぞれ 1
3
である。

² 点 Tから点 Aに動く確率は 1
3
，点 Tから右向きに出て反時計回りに動いて

点 Tに戻る確率は 1
3
，左向きに出て時計回りに動いて点 Tに戻る確率は 1

3
である。

² 点 Bから点 Aに動く確率，点 Cから点 Aに動く確率はどちらも 1である。

最初，点 Pが点 Aにあるとする。n 秒後に点 Pが点 A，B，C，Tにある確率をそれぞれ an，bn，cn，tn とすると

き，次の問いに答えよ。ただし n は正の整数とする。

(1) a1，a2，a3，a4 を求めよ。

(2) an+1 を bn，cn，tn を用いて表せ。

(3) an，an+1，an+2 の間の関係式を求めよ。

(4) n !1における an の極限値を求めよ。
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